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WB 1:2000-1:10000,IHC 1:50-1:200,ICC/IF 1:200-1:1000,ELISA 1:5000-1:20000,IP 1:50-1:200

Calculated MW:192kD;Observed MW:250kD

POLR2A

POLR2A;POLR2;DNA-directed RNA polymerase Il subunit RPB1;RNA polymerase Il subunit
B1;DNA-directed RNA polymerase Il subunit A;DNA-directed RNA polymerase Il largest
subunit;RNA-directed RNA polymerase Il subunit RPB1
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	応用
	抗原情報
	背景
	細胞局在：核。この遺伝子は、真核生物においてメッセンジャーRNAの合成を担うポリメラーゼであるRNAポリメラーゼIIの最大サブユニットをコードしている。この遺伝子産物は、ポリメラーゼ活性に必須のヘプタペプチドリピートからなるカルボキシ末端ドメインを含む。これらのリピートには、RNAポリメラーゼの活性転写時にリン酸化されるセリンおよびスレオニン残基が含まれる。さらに、このサブユニットは、他のいくつかのポリメラーゼサブユニットと結合して、ポリメラーゼのDNA結合ドメイン、すなわちDNAテンプレートがRNAに転写される溝を形成する。[RefSeq提供、2008年7月]
	研究分野
	-
	画像データ
	

	A549全細胞ライセートを10% SDS-PAGEで分離し、メンブレンをRpb1ウサギモノクローナル抗体（1:1000）でブロッティングした。抗体の検出にはHRP標識ヤギ抗ウサギIgG(H + L)抗体を用いた。

